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「マニュアル族」「指示待ち族」はやがてお払い箱

AIに勝つ人、負ける人の分岐点

働き方

「眼」の獲得で人類に
肩を並べたAI

いま世界的に注目されているAI。しか
し、多くの方がこの言葉をIT（情報技術）

と混同されています。しばしばAIの説明
としてなされる「コンピュータにさまざ
まなプログラミングを施し、人間と同等
の働きを持たせるもの」は、実はITのこ
とです。
では、真のAIとはどんなものか。それ
は、プログラミングされなくても自ら学
ぶ「ディープラーニング」（深層学習）をす
るコンピュータのことです。

AI史上最大の出来事は「眼」を獲得し
たことです。それまでのAIは、高度な数
学や論理的思考、科学分野などを得意
としていましたが、3歳児でさえできる
簡単なこと、たとえば顔やモノの認識は
できませんでした。それがディープラー
ニングによって眼をもち、自ら体験・学
習し、顔やモノの認識が可能になった。
ほかにも細かい手作業、空間の認識や
移動も可能になりました。
その代表格が、米グーグル傘下の英
ディープマインド社が開発した「アル
ファ碁」です。今年5月、世界トップの中
国人棋士、柯潔九段を3戦全勝で倒し、
世界中を驚かせました。アルファ碁には
ルールを一切教えず、15万局分の棋譜

ん。遠い将来、それができるAIが登場す
るかどうか。当面は無理でしょう。
では、人がAIを凌駕できる要素「問題
発見・解決力」を磨くにはどうしたらよ
いのか。それには何事もよ～く考えるこ
と。特に、危機に直面した時に考え抜く
ことです。これを後押しするかたちで大
きな力になるのが、机上論ならぬ先人た
ちの言動です。
私はかつて松下幸之助、本田宗一郎、
カーネギー、稲盛和夫氏ら、内外の第一
人者数百人をコンピュータ分析し、『企
業進化論』という本を出しました。彼ら
はみな多くの苦難を乗り越えていました。
そして彼らにとって、危機感がエネル
ギーの源泉の一つだとわかりました。人
間の感度は窮地に追い込まれた時にこ
そ最高レベルに上がる。だから困難な時
はチャンスで、とことんよ～く考え抜く
ことにより、新たな気づきと解決力を発
揮できたと述懐しています。こうした時
にこそ、AIには出せない革新的なアイデ
アや技術が生まれるのです。
さらに彼らはみな「根明（ネアカ）」です。
苦しい時にこそ、明るい気持ちを維持す
るよう努めていました。暗く思い悩むの
ではなく、チャンスだと前向きにとらえ
る。ビル・ゲイツ氏や孫正義氏も、自ら
を楽観主義だと述べています。また、「や
る気」は「才能」より勝るとも言っており、
ハングリー精神が重要です。うまくいっ
ている時も、常に新しいことに挑戦する
気概。現状に満足していては、革新的な
ものは生まれません。

の画像読み取りと、約4500万局分のア
ルファ碁同士による対局によって自ら好
手を学ばせたのです。

世界から秀才が
結集する“AI大学”

以下、これからの高度なIT技術も含
めた意味でAIという言葉を使いますが、
その普及により今後多くの職場が失わ
れると懸念されています（表参照）。金融
業界での象徴的な例が、米投資銀行の
ゴールドマン・サックス。同社のニュー
ヨーク本社には2000年に600人いたト
レーダーが、2017年現在は2人だけに。
AIが過去の膨大なデータをもとに投資
先を決めているのです。日本でも三井住
友銀行が、AIによる作業の効率化を図
ることで、今後3年で4000人の配置換え
をするとしています。
大学も例外ではありません。効果と
効率化を狙って、米国のサンフランシス
コに2014年創立されたミネルバ大学は、
すべての授業をオンラインで行う、キャ
ンパスのない大学です。授業はグループ
ワークが中心。オンライン上に集った学
生が意見交換しながら、自ら設定した課
題を解決していくのです。議論の進行と
ともに、「現在どの意見が優勢か」「誰が
何％発言しているか」などが細かく記録

人と触れ合う仕事は
最後まで生き残る

かつてコンピュータが登場した時に
も、多くの仕事がなくなるといわれまし
た。実際、コンピュータに置き換えられ
た仕事もありますが、一方でIT関連の
仕事が多く誕生しました。AIも同じよう
に、多くの仕事が消える半面、新しい仕
事が生み出されます。
そんな中で人に接する仕事は、AIが
普及しても優位に立てるでしょう。人
は、人にぬくもりを感じるからです。具
体的には、鉄道関係であれば運転士より
も車掌、医療現場なら医師よりも看護師
のほうが、AIに取って代わられにくいと
思います。教育では、保育士や幼稚園教
諭、小学校教諭は、最後まで残るでしょ
う。成長期の子供には、コンピュータよ
りもハートを持った人間のほうがふさわ

され、進行役の教師から最適なフィード
バックがなされます。このほか課外授業
や世界7都市での4カ月の滞在授業で実
社会を学ぶのです。
注目すべきは、まだ卒業生もいないこ
の大学に、米ハーバード大や英ケンブ
リッジ大に合格した優秀な学生が、そ
れらを蹴って入学していることです。実
社会に則した課題に取り組むことがで
き、かつ個人指導的な授業スタイルが優
秀な学生の魅力となっているのでしょう。
こうした大学が増えたらどうなるか。学
術研究を除けば、教室で同じ講義を繰り
返すだけの、いわゆるマニュアル族的な
大学教員は必要なくなり、大学自体も淘
汰されることになります。

問題発見・解決力は
人間だけの特性

AIの普及で今後、「マニュアル族」や
「指示待ち族」は要らなくなります。激変
する社会で求められるのは、自ら考え、
問題を発見し、解決する力をもった「地
頭力」のある人材です。逆に言うと、こ
こにこそ人が生き残る道があります。と
いうのも、AIは問題の発見・解決を苦手
としているからです。人間が問題を示せ
ば、最適解を導き出しますが、AIは何が
問題かわからない。目標設定もできませ

しいからです。
では今後のAI時代に、個人としてどう
立ち向かえばいいのか。それには問題を
よ～く考え、果敢にチャレンジして自分
を変えていくことです。企業の興亡にも
ヒントがあります。シャープやソフトバ
ンクに見る大型買収劇は、いずれも「考
える部門」といえる研究開発を狙ったも
のです。またデジタルカメラの登場に、
何も手を打たなかったコダックが倒産し
ました。富士フイルムでも死活問題とな
りましたが、フィルム製造で培った化学
技術を生かして付加価値をつけ、医薬品
や化粧品分野に進出、今では事業が一
層発展しています。人も、自分が得意と
することを軸にして、そこから派生する
分野を伸ばし付加価値をつけることです。
そうすればAIが台頭する中でも、社会が
求める人材でいられるでしょう。

昨今、「○年以内にAI（人工知能）に置き換わる職業リスト」
のたぐいがメディアを賑わせている。今年5月にはAIの
「アルファ碁」が世界チャンピオンに勝利し、もはや人間は
勝てないとされている。この先AIにより人はどの程度職場
を失うのか。どんな働き方をすればAI時代を生き延びら
れるのだろうか。

梶谷通稔（かじたに・みちとし）
ニュービジネスコンサルタント㈱代表取
締役社長、東北芸術工科大学客員教授。早
稲田大学卒業後、日本IBM入社。1993年、
米IBMビジネス・エグゼクティブに就任。
「クローズアップ現代」などTV取材・出演
多数。著書に『企業進化論』『続・企業進化
論』（日刊工業新聞）、『成功者の地頭力パズ
ル』（日経BP社）など多数。

第 1 回
表　AIやロボットによる代替可能性が高い職業、低い職業

代替可能性の高い職業 代替可能性の低い職業

一般事務員 タクシー運転者 医療ソーシャルワーカー 大学・短期大学教員

学校事務員 宅配便配達員 音楽教室講師 中小企業診断士

給食調理人 通関士 学校カウンセラー 俳優

教育・研修事務員 電気通信技術者 ケアマネージャー 美容師

行政事務員 電車運転士 経営コンサルタント ファッションデザイナー

銀行窓口係 道路パトロール隊員 作業療法士 舞台演出家

金属加工・金属製品検査工 バイク便配達員 児童厚生員 保育士

警備員 ビル清掃員 社会教育主事 放送記者

経理事務員 保険事務員 柔道整復師 ミュージシャン

建設作業員 郵便事務員 小・中学校教員 盲・ろう・養護学校教員

新聞配達員 レジ係 商業カメラマン 幼稚園教員

スーパー店員 路線バス運転者 スポーツインストラクター 理学療法士

今号より広報誌の制作協力会社を変更し、「BILANC」をリニューアルいたしました。イメージが大きく変わっ

たかと思います。いかがでしょうか。そして、より皆様のお役に立つ広報誌を目指し、今号でも各種特集を企

画いたしました。「個人的」にではありますが、夏にはAI関連で渡米し、アメリカの大学のAIへの取組みを調

査する予定です。今後ともご支援、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

� （常務理事　大沼　聡）

出典：株式会社野村総合研究所による調査結果（2015年12月2日）をもとに編集部作成
全文はhttps://www.nri.com/jp/news/2015/151202_1.aspx
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